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【実施事業】 

１． 厚生労働大臣の許可を得て行う無料の職業紹介事業  ２． 就労に関する相談及び支援事業 

３． 技能講習に関する事業               ４． 広報・啓発及び福利厚生事業 

５． その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

【事業概要】 

１．職業紹介事業 

（１）職業紹介 

就労機会の不安定な地域労働者に仕事を確保し、雇用と就労の正常化を通して、生活の安定を図るため、施設内

の大型モニター等を活用し求職者へ求人内容を明示し、無料の職業紹介を行っている。 

① 窓口紹介について 

・早朝現金紹介(午前５時～午前６時３０分)  紹介当日に就労する求人の紹介を行う。 

・通常紹介(午前６時３０分～午前８時１５分、午前１０時２０分～) 

紹介当日以降から就労する現金求人、期間求人、一般求人(常用)を公開し紹介を行う。また、当日に受理を行

った求人に関しては、一斉公開掲示（午前１０時２０分）し、求人の説明を行った後、希望者を募り紹介を行う。

未充足求人については、随時紹介を行う。(主に期間求人の紹介業務） 

・輪番紹介(午前８時３０分～午前９時)  地域高年齢日雇労働者の就労対策として、大阪府・大阪市が実施する

地域内外の特別清掃の紹介。（平成６年１１月より実施） 

申込みがあった５５才以上の高年齢労働者に紹介整理票（カード）を交付し、紹介窓口で番号順に紹介を行う。 

② 労働条件明示支援 

駐車スペース及び事務所周辺で募集を行う事業所に対し、求人の受理後「求人票(控)」を交付し、求人者の求人募

集の援助及び求職者へ労働条件明示の促進を行う。 

③ 求人の受理 

求人者が、センター事務所に来所するなどの方法により、「求人申込票」を提出し、記載されている労働条件等 

を審査し求人の受理を行う。 

（２）求職相談 

〇 主に窓口における求職相談    ○ 求職相談に伴う生活等の相談 

○ 高年齢労働者の求職相談     ○ 紹介に伴う種々の相談 

○ 一般求人(常用)の求職等の相談 

（３）事業所指導及び就労経路の正常化促進 

① 事業所登録 

○所定の事業所登録シートに、事業所名・所在地・電話番号などを記入し登録を行う。 

○ 求人方法や留意事項等の説明を行う。 

② 事業所指導 

・事業所指導  登録求人事業所に対する求人方法や賃金・社会保険等に関する労働条件、宿舎等に関する指導。 

・就労正常化促進特別指導  登録求人事業所に現金募集などの労働条件明示の徹底を行う。 

現金募集を行う未登録求人事業所等に対して指導。 

・無届求人指導  期間求人募集を対象に、毎週火曜日と水曜日に求人事業所を巡回指導。 

地域で求人している事業所で、登録がない場合は、「建設労働者の雇用の改善等に関する法律」に係わる届出

【設立目的】 

  公益財団法人西成労働福祉センターは、職業の不安定な方々が多数居住しているあいりん地域における労

働者の就労の安定を図るとともに福祉の増進に努め、労働者の生活の向上に資することを設立目的とする。 



の勧奨、又はセンターへの登録を促進する。 

 

③ 事業所訪間 

職業紹介を円滑にするため、新規登録事業所、窓口利用事業所、労働相談の多い事業所等を重点に訪問指導を 

実施。併せて技能講習等の事業案内を行う。 

④ 事業所懇談会の開催 

毎年１回、関係機関の協力を得て、求人事業所との懇談会を開催。 

（４）求人開拓事業 

労働者の就労を確保するため、公共工事の端境期、梅雨期や年末年始等の求人減少期に、文書、電話、訪問等で 

求人開拓・勧奨を行う。 

① 関係機関との連携・協力による求人開拓 

② 近年求人実績のなかった登録事業所への求人勧奨 

③ 安定的就労に繋がる常用求人の開拓 

④ 地域労働者の高齢化に対応して、短時間労働等の高年齢者の求人開拓、勧奨 

（５）高年齢日雇労働者の就労機会の確保 

特別清掃事業の実施のための登録と輪番による紹介。 

２．就労に関する相談及び支援事業 

（１）総合受付と総合支援 

平成２４年３月から「総合受付」を開設。利用者登録性を採用し、新規来所時の聞き取りとサービス説明を徹底。課

題を解決するために継続的・包括的な支援を行うため、課・係の枠を超えた総合支援を実施。当財団の機能だけでは解

決できない場合は、関係機関との連携により対応を行っている。 

（２）労働関係相談 

① 賃金未払・労働条件違反等、就労に伴うさまざまなトラブルの相談や苦情処理 

② 社会保険取得、建設業退職金共済手帳作成取次、技能講習修了証再交付手続等支援 

（３）労働災害相談と労災休業補償給付の立替貸付 

① 労働災害に対する手続きや対処方法等についての相談 

② 労働災害のため収入が途絶える労働者に対する労災休業補償給付金の一部立替貸付 

（４）医療相談・生活身上相談・労働者援護 

① 健康医療相談 

○ 病状や相談内容に応じ、大阪社会医療センター並びにその他の機関に依頼又は誘導 

○ 応急措置等 

② 生活身上相談等 

○ 日々の生活に困っている労働者に対する相談 

○ 住民票、戸籍抄本、所得証明等の取得に伴う手続き相談 

○ 尋ね人、郵便物の取次等 

３．技能講習に関する事業  

あいりん地域の労働者に必要な知識と技能の習得を推進し、技能労働者として就労機会の拡大を図ることを目的に 

平成５年から技能資格取得促進事業を行っている。 

平成１３年度より厚生労働省の日雇労働者等技能講習事業を受託し、下記事業を実施している。 

（１）建設技能のスキルアップ講習 

① 建設業務関係技能講習 

車両系建設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能講習等 



② 運輸業、製造業関係等技能講習 

フォークリフト等 

（２）職種転換・常用就職を目指した講習 

キャリアカウンセリング等を活用しながら、安定就労へのステップアップをめざした職種転換や常用就職に向け

た講習（平成１９年度より実施） 

自動車運転免許関係、介護業務関係、清掃関係、パソコン講習、建設機械やフォークリフトの習熟関係等 

（３）キャリアカウンセリングによる講習・就労支援等 

技能講習受講者の講習受講相談、就労相談、生活相談等を行い、受講者の安定就労をめざす総合的支援を行っている。 

４．広報啓発及び福利厚生事業  

（１）広報事業  センターだより」（月１～２回）、「労働者べんりちょう」などの発行 

（２）労働安全啓発 

（３）労働力再生のための福利厚生事業 

① 将棋愛好者のつどいの開催   ② たそがれコンサートの開催 

 

センターとあいりん地域の主な出来事 

年 月 で    き    ご   と 

昭 和 ３ ６ 年  ８ 月 

昭 和 ３ ６ 年  ９ 月 

昭 和 ３ ７ 年  ９ 月 

昭 和 ３ ７ 年 １ ０ 月 

昭 和 ３ ８ 年  ７ 月 

昭 和 ４ １ 年  ４ 月 

昭 和 ４ １ 年  ６ 月 

昭 和 ４ ５ 年  ４ 月 

昭 和 ４ ５ 年  ５ 月 

昭 和 ４ ５ 年  ９ 月 

昭 和 ４ ５ 年 １ ０ 月 

昭 和 ４ ７ 年  ８ 月 

昭 和 ４ ７ 年  ９ 月 

昭 和 ４ ９ 年 １ １ 月 

昭 和 ５ ０ 年  ８ 月 

昭 和 ５ １ 年 １ ０ 月 

昭 和 ５ １ 年 １ １ 月 

昭 和 ５ ３ 年  １ 月 

昭 和 ５ ３ 年  ６ 月 

昭 和 ５ ６ 年  ６ 月 

昭 和 ５ ６ 年  ９ 月 

昭 和 ５ ９ 年 １ ０ 月 

昭 和 ５ ９ 年 １ １ 月 

昭 和 ６ ０ 年  ７ 月 

平 成   元 年 

平 成  ４ 年  ６ 月 

平 成  ５ 年  ４ 月 

平 成  ６ 年 １ １ 月 

平 成 １ ２ 年  ４ 月 

平 成 １ ３ 年  ７ 月 

平 成 １ ３ 年 １ １ 月 

平 成 １ ４ 年  ８ 月 

平 成 ２ ０ 年  ６ 月 

平 成 ２ ５ 年  ４ 月 

平 成 ３ １ 年  ３ 月 

平 成 ３ １ 年 ４ 月 

・ 第１次釜ヶ崎暴動 

・ 大阪府労働部西成分室開設（職業紹介を実施） 

・ 財団法人西成労働福祉センター設立（労働部西成分室閉鎖） 

・ センター業務開始 

・ 大型バスを利用した移動事務所による紹介業務開始 

・ 労災立替貸付業務開始 

・ 「釜ヶ崎」を「あいりん地区」の呼称とする 

・ あいりん労働公共職業安定所開設 

・ あいりん総合センター完成 

・ 大阪社会医療センター開所 

・ あいりん労働福祉センター内に事務所移転 

・ 大阪府労働部に特別対策室を設置 

・ 大型運転手等の技能講習を実施（大阪府、安定所、センター連携） 

・ あいりん労働福祉センター内に「娯楽室」開設 

・ 福利厚生措置事業をセンター内で支給開始 

・ 「建設労働者の雇用の改善等に関する法律」施行 

・ 求人事業所の登録制度を開始 

・ 「センターだより」創刊 

・ 玉出社会保険事務所がセンター内に窓口を開設 

・ 窓口紹介を一斉公開方法に変更 

・ 第１回たそがれコンサート開催 

・ 他の機関が実施している技能講習の案内業務を開始 

・ 労働者待合室の拡張工事 

・ 「労働者派遣法」施行 

・ バブル経済により日雇現金求人が発足以来の最高となる 

・ あいりん地区高齢労働者の就労実態調査を実施 

・ 技能資格取得促進事業開始 

・ 高齢日雇労働者の特別清掃事業実施 

・ 「地方分権一括法」施行 主管が商工労働部雇用推進室対策課となる 

・ 厚生労働省から技能講習事業を受託 

・ (財)大阪府勤労者福祉協会からあいりん労働福祉センター管理室業務の移管を受ける 

・ 「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法」施行 

・ 第２４次釜ヶ崎暴動 

・ 公益財団法人西成労働福祉センター設立 

・ あいりん労働福祉センター建替えのため仮事務所に移転 

・ あいりん労働福祉センター閉鎖 

・ 仮事務所にて早朝５時より職業紹介を開始 

 


